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協同の仕事・これからの仕事おこしと協同労働支援法制

協同の仕事・これからの仕事おこしと

協同労働支援法制

はじめに

―仕事おこしと知的ノウハウ

永戸さんからご指摘のように、私は大病

をやり、今日皆さんに久しぶりにお会いし

ました。また元気になったのでは、と言われ

るとその気になるもので、短い時間ですが

よろしくお願いいたします。

人間というのは折にふれて人生を思い起

こすことがありまして、どうしてひっくり

返ったんだろうとかとかいろいろ考えます。

私は若い頃に地域調査の専門家でございま

して、社会科学の原点である地域調査を

行っていました。その当時、倒産企業という

のが大きな社会問題でもありました。1960
年代も決して好景気ばかりではなく、かな

り厳しいリストラや再編成もございまして、

その頃、京都でもかなりの名の知れた中小

企業が倒産いたしております。その時に、倒

産した企業の方々がどういうふうに仕事を

されているか、というのが、私がいろいろな

勉強をする原点でございます。

経済学という学問は、ご承知のように貧

困と闘うためにできた学問でありますから、

失業問題であるとかそういうことを正面か

ら取り上げるのは当然ですけれども、私は

失業問題というのは、「雇用機会をつくれば

いいんだろう」ぐらいに思っていたんです

ね。ところが、倒産した企業を調べていきま

すと、事業は倒産しているんだけれども、企

業がそれまで世の中に貢献してつくりだし

てきたモノのつくり方やモノの売り方、ど

うすれば質の高いモノができて、どうすれ

ば顧客が維持できるかといった「経営ノウ

ハウ」がちゃんと残っているという。それら

も継承しながら知的な財産として評価しな

がら仕事をしたい、という。

その頃、多くの方々が、労働組合の支援を

受けながらあちこち情宣しながら仕事おこ

しに行かれておりました。中には大変成功

したところもありまして、立派な株式会社

になって、20 年くらいしてから久しぶりに

お会いしますと、肩書きを見たら重役に

なっていて「あんた何やっているの」という

と「おかげさまで何とかやってきました」と
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いうお話を聞かせていただいて大変嬉し

かったことがございます。そういう知的な

ものを社会の財産として引き継いで仕事を

おこすということが「仕事おこし」という言

葉の中には含まれているということをその

時痛切に感じたわけでございます。

ですから、仕事おこしということは、単純

に「失業しているから何かいい仕事がない

か」ということでいきなり成功する性質の

ものではなくて、人類というのはやはり企

業や産業で働きながらそれぞれに貴重ない

わば知的な財産を自分の身体で受け止めて

継承してきているのだと思う。それを再生

しながら創造的に発展させていこうという

ことです。この「再生する」「総合的に発展

させる」というと言った時に、皆さん方も強

調しておられる地域のコミュニティという

ものが非常に大きな役割を果たします。行

政が地域で仕事をおこしをされる時に、そ

の地域の方々がそれをどのように受け止め

られるか、ということの仕事が成功するか

どうかの決め手でございます。これは失業

者だけでなく、例えば福祉事業などという

ものも地域でそれ以後あちこちでおこりま

した。保育所づくりの仕事おこし運動や障

害者の共同作業所づくりなども非常に大き

な仕事おこしでした。

私は最初は既製企業の倒産の研究から始

めたのですが、やっているうちに仕事おこ

しというのは、実はそれだけでなくて新し

く社会にニーズが生まれる。例えば共働き

で働こうと思っているのに保育所がない、

という時にどうするか。障害者も同じこと

ですね。障害者の施設をつくるというのは

それなりの社会の切実なニーズに応えて、

どこからどのように社会資源を動員してき

てつくるのかということを考えなければい

けない。これは、企業の中に継承されてきた

ノウハウと同時に、地域社会で継承してき

たノウハウをどのように引き継ぐかという

のが大事な課題であります。地域でどうい

う福祉行政がやられてきたということは非

常に大事な課題ですし、それまでお寺など

で行われていた保育の経験をどのように取

り込んで地域で福祉事業をおこすか、とい

うことも大事な経験でした。障害者福祉も

基本的には同じだと思います。障害者福祉

の盛んなところというのは、自分なりに地

域社会に中小企業の方々がかなり寄付され

て、そういう施設をつくっている伝統のあ

るところが非常に多いのです。それは日本

の地域社会の中に障害を持つ人びとに対し

て皆で金を出し合ってそれを支援して、そ

こで自立した仕事をおこすためにどうすれ

ばいいかということを考えているという、

社会の中にいわば知的な要素というか「ど

うすればおこせるか」という要素が含まれ

ている。これをどのように発展させるかが、

非常に大事な課題であると思いました。

１．タテ型社会からヨコ型社会

へ

今回、新しい協同労働のための協同組合

法制というものが提起されています。その

実現のために私自身は 2 つのことが大切で

はないかと思っています。1つは、労働とい

うものは一人一人の中に知的な財産を形成

するものであり、それが自立の基本として

形成されるものであるということです。例
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えば職業訓練がそうでありますし、最近で

は大学とのネットワークをつくりまして再

訓練・再教育機構いうものの中で一人一人

の教育・訓練をしながら仕事をつくりあげ

ていく、という形のものも沢山ございます。

その意味では、人間の労働というものの

中に知的な要素をどのように認めて、その

持続的発展をどう保障するか、ということ

を考えていかないと、仕事おこしが必ずし

もうまくいかないんじゃないか、と思いま

す。ですから、「労働者協同組合も系統的に

幹部は大学院に派遣して研修してはどうか」

と私は何度も言ってきました。「そんなこと

をしたら職場から浮いてしまいますよ！」

とからかわれておりますが。

さて、今どきのように世の中のニーズは

激しく動くとき、それをキャッチするには

どうすればいいかを考えなければいけない。

それをどのように把握するかということは、

端的にいえばある意味で相当高度な、ある

いは国際的な学術的知識を身につけて研究

しないとできないようなことですよね。経

験や思いつきだけでできることではない。

だから、やっぱりきちんと勉強すること

も大切でしょう。

高度成長期には日本の企業は外国で研修

をさせましたけれども、ほとんどの人がア

メリカの会社に行きました。何故かと言う

と日本の会社に帰ってきたら、いくら勉強

したって給料は元のまま、もう一度「ロー

ƒ e[ƒVƒ‡ƒ““ü‚ èv‚Æ‚¢‚¢‚Ü‚µ‚ Ä( 笑 )、下か

ら順番に上がっていくようにできています

から、年功序列のローテーションに全部入

れられてしまって何を勉強してきても評価

はされない、というのが日本の特徴なんで

すね。むしろ多くの人は周囲から「あいつ勉

強しやがって」「得しやがって」と足を引っ

張られて大変損だ、と認識しておられます。

これは日本社会というものの大きな壁な

んですね。端的に言うと日本社会というの

はタテ型社会でありまして、水平的になっ

ていないわけです。これは実は日本だけで

はありません。世界的なこの不景気の原因

についてアルヴィン・トフラーという人が

何年も前に分析して『第三の波』というミリ

オンセラーになった有名な本を書いており

まして、その冒頭で彼はなかなか面白いこ

とを言っております。

「テロリストが人質と死のゲームを繰りひ

ろげ、通貨は第三次世界大戦のうわさのな

かで揺れ動き、大使館が炎上し、あちらでも

こちらでも武装警察官が出動準備を急ぐ世

の中である。新聞の見出しを見るたび、恐怖

に胸がおののく。恐怖のバロメーターであ

る金地金の価格は史上最高。銀行は身震い

し、･･･行政は麻痺し、打つ手もないというざ

まである。」これは1980年に刊行されていま

すが、まったく今と同じ状況だといえます。

何故このようなことが起こったかというと、

それは大量生産大量消費時代が終わってい

るのに、それに相応しかった権力集中型、画

一型、命令型の管理システムを頑迷に守ろ

うとするエリートたちの知性の欠如こそが

これをもたらした、と彼は述べています。

時代が変わっているのに一向にそれを認

めようとしない。これは先ほど折角勉強し

ようという人が沢山いるのに、その人が世

の中で社会的に貢献できるようにサポート

しながら新しい仕事をおこしていこうとい

うことに日本社会は大変冷たい、というこ

とを示しております。
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２．教育減税と仕事おこし

今でも減税、減税とよく言いますよね。企

業減税があってもひとつも景気が良くなり

ませんね。私に言わせたら今一番効果があ

る減税は教育減税に尽きておるわけです。

例えば皆さんが大学や大学院に行かれると

きにそれは全部タダで、その分は全部政府

が払いますと言ってくれたら、おそらく相

当な数の人が大学や大学院に行くと思うん

ですね。新しいことを勉強しなければと

思っている人は多いんですから。それから、

今、教育費がほとんどの家庭では一番大き

な負担になっていて、進学率が低迷するく

らい非常に深刻な状況になっています。

一番必要なのは教育減税ですね。私は昔

から「教育減税もやらずに何が減税か」「減

税で景気振興などと口で言っているが、本

当にやるつもりなら、人的能力の開発にこ

そ補助金を出すべきで減税すべきだ」と

言ってきました。それをしないでおいて、景

気が悪くなるといくら言ったって、そんな

ものは通りはしない。何故かと言えば、これ

からの社会はＡ・トフラーが言うように、画

一型、命令型ではやっていけない社会なん

だから。

トフラーの言う通り、頑迷なる画一型の

命令主義的な秩序というものはなかなか崩

れないんですね。やっと一部が崩れ始めた

というのは、どこからかというとほとんど

が中小企業からです。いわゆるベンチャー

企業などというのは、その秩序が崩れ始め

た証のようなものです。だから、皆さんが

やっておられる仕事おこしもそのうちの一

つであり、大きく言えば、日本のこれまでの

画一型秩序は崩壊してきていますので、そ

れを守ろうとして頑張れば頑張るほど、不

景気は長引きます。とうの昔に倒産してい

るはずの大会社を助けようとして税金をつ

ぎ込む。新しいところに金を回す余裕は全

然なくなっていきます。そうすると新しい

仕事おこしの原資が、銀行によって保障さ

れないといった、社会的には大変奇妙な現

象が起こっているわけですね。

大量生産・大量消費・大量廃棄型の産業社

会は、激しく変化する市民の個性的な欲求

やニーズさらには潜在的な需要に応えるこ

とができず、予測を誤っては巨大な過剰設

備と不良債権の山をつくって、それに押し

つぶされる。それでわれわれが金利を得ら

れないような低金利と財政赤字でやっと調

達した産業資金は、ほとんど国際的な投機

活動の大波に全部呑まれてしまう。いくら

つぎ込んでもヘッジファンドという恐ろし

い国際的な投機屋に巻き上げられてしまう。

「この株はいい」と思って買ってもあっとい

う間に下がってしまう。そこで持続的な金

利収入は低下して、税や医療・福祉負担の増

加する。こうなりますから当然消費財市場

の長期的停滞が起こる。金銭的価値の最大

化を図ろうとすれば、企業の戦略や戦術は、

前門の虎である「過小な消費」と後門の狼で

ある金融資産の減少というものの間に挟ま

れて身動きが取れない。こういう状態に

なっているということです。

３．創造型・職人型労働を育て

る時代
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今の仕事は、昔の大量生産方式と違いま

して、かなり職人的な仕事・労働がやはり増

えてきているわけですね。いわゆる機械労

働というのはおおむね単純なものです。単

純な反復労働というのははっきり言ったら

皆コンピューターにまかせていい時代に突

入してきています。そうすると人間の労働

とは？ということになるわけですが、それ

が実は先ほども申しましたように、知的要

素のはなはだ大きい職人型の労働になるわ

けです。昔から「クラフトマンシップ」とい

う言葉がありますが、芸術家や科学者と市

民のニーズを結びつけるものが「職人」の定

義とされています。世の中の必要に見事に

応えて、科学者や芸術家の成果を取り入れ

てものをつくれる人を職人といいます。今

の多くの製品やサービスというのは職人の

技でないと世の中の人が受け入れてくれな

いわけです。これだけ生産力が高まり少な

い労働時間で大量にものができるように

なって、人びとの生活に本来は余暇が生ま

れている。その余暇の中から、生活の質とい

うものに高い関心が出てくる。それは当た

り前のことです。生活の質の高まりが出て

来れば来るほどに、それに応えようとした

製品やサービスは、一人一人の個性に応え

た高度な質が求められます。画一的なもの

では通用しない。「あたかも注文生産である

かのようなものが求められる」とＡ・トフ

ラーは言っております。ですから、「現代社

会は農業的な社会に近づくであろう」とも

言っております。つまり一人一人農業者の

ように自分で職人的に労働して質の高いも

のをつくり、その質の高いものが世の中に

受け入れられるような、そういう時代に

なってきているというわけです。

そうしますと、職人が生み出す労働とい

うものは知的な要素が非常に高くて、働く

人はその知的な要素を絶えず何らかの意味

で学習し教育を受けないと持続的に良いも

のはできない、というのが今日の時代の特

徴です。一遍つくったからこれでおしまい、

というわけにはいきません。ちょうど科学

者や芸術家が変化を無限に求めて次々と新

しい科学的成果を追い求め、より新しい芸

術をつくりだそうとするのと同じように、

職人も常に新しいものを求める。

労働者協同組合の機関紙には、各地の創

造的・個性的な仕事おこしというのが毎日

のように伝えられておりまして、「今までに

ない仕事のシステムを開発した」とか「今ま

でにないやり方で清掃労働を組織し、大変

喜ばれた」などとあります。清掃というもの

一つとっても、今までの仕事ぶりとはまっ

たく違うものを創造的におこしていく世界

であり、いつもそういうことをやろうと思

うと自分たちだけではやれなません。例え

ば専門家に頼んで、効率の良い清掃のやり

方やどんな薬品を使えば良いのか、どうい

う風に水を撒けばよいか、といった専門的

な研究者の助言を得ながら、仕事をつくっ

ていく。そのことによって労協の仕事の質

は類似の業者と比べて随一である、という

ようにしていってこそ仕事が絶えずおこせ

る。そうしたら類似の業者もそこから刺激

を受けて「なるほど労協のようにやればい

いんだ」ということになると当然そういう

方向に仕事を発展させようとする。これは

仕事の中に多くのモラルを持ち込むことに

なります。

皆さん方の仕事というのは大変モラルの
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高いものですね。ですから消費者の共感を

呼ぶことができるし、経済学者のアマル

ティア・センが言うように共感をこえて最

近は「コミットメント」というものが労働の

中に入ってきている。共感というのは自分

が他人と共感することですが、コミットメ

ントというのは他人の立場も考えて他人を

サポート（支援）する労働ができるという意

味です。人間は他人を支えるという観点で

仕事をする時代に入ったとＡ・センは言っ

ております。昔アダム・スミスという人は

「商品を売買するにはシンパシー（他者への

共感）がいる」と言ったのですが、他人の商

品の良さを評価するには、「これはどんな苦

労をしてつくったのか」ということを知る

ということが大事である。しかし今はさら

に「仕事の質」の他に、公害問題や環境問題

など、そしてケアのように「生きる力を人に

与える」という要素が入ってきました。

労働者協同組合の場合、介護労働という

のが重要な労働の一つですが、この介護労

働というものは、単に共感しているだけで

はやれません。さらに進んで「どのようにこ

の人の自立を支援するか」ということを考

えなければ介護労働はできないんですね。

これはケアというものの概念に非常に広

がってきて、ケアというのはいわゆる「癒

し」ではなくて、癒しもあるが「自立を支援

する」という内容が含まれないと、現代的な

サービスとして成立しない。今は多くの社

会秩序が、放置しておけば一人一人の自立

を次々と脅かすような状況が出てきていま

す。Ａ・スミスの時代は一人一人の自立を脅

かすようなことというのはそれほどなかっ

た時代で、市場で取り引きする人は、共感と

いうモラルさえもっていれば何とか世の中

やっていけた。しかし、これからはコミット

メント＝他人の痛みを理解して自立を支援

する労働の仕方であるわけです。

こういう労働の仕方をやっていった場合

に、そこで生まれる製品やサービスはどう

いう質を持つか、というのが非常に大きな

問題となると思います。端的にいえば創造

という内容を何らかの意味で持たざるを得

ないだろうと考えられます。その意味では

日々の労働の中に創造性を絶えず追及せざ

るを得ない、という問題が入ってくるわけ

ですね。

私は経済学を昔からやっておりまして(笑
)、経済学の最新の動向というのを勉強して

おりますと、最近の経済学の傾向というの

は非常に昔と変わってきております。何で

もコストを厚くすれば大量生産ですから安

く売れて世の中は幸せになる、と昔の本に

は書いてあったんですね。今では一番重要

なのは、創造的な質をつくり出すこと、と大

抵の本に書いてあります。ノーベル賞をも

らったスティグリッツもそういう考え方の

人ですが、質の高いものをつくり出すとい

うことですね。これが最も有用であり、質の

高いものをつくるということはつまり人び

との生きがいとして労働ができるというこ

とであり、ひょっとすると科学者や芸術家

の心を持ちながら職人的に労働し、科学者

や芸術家以上に消費者を意識して労働する。

消費者を意識するからこそさまざまにコ

ミットメントということを考えて労働する。

これが実は質の高いものをつくっていく。

スティグリッツはこういうものを「質の高

い創造の成果」と呼んでおります。そしてこ

れが普及するためには情報サービス事業と

いうものが必ず必要であると言っておりま

す。
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つまり、質の高いものを売るということ

は、マスプロでは売れないと言うんですね。

マスプロとは大量生産して不特定多数の消

費者に対し市場へガーッと出したらそれで

売れるということですが、質の高いものは

絶えず消費者とのコミュニケーションがな

ければ売れない。つまり本当のよさを理解

してくれる人を絶えず発見し、そういう人

びとを学習の中でつくり出しながら売らな

いと売れないんですね。皆さんも苦労して

おられると思いますが、これが大変なんで

す。

４．創造の成果を伝える情報

サービスの重要性

労協がどんなに質の高い労働をつくって

も、質の高い生産物・サービスをつくって

も、黙ってたらダメなんですね。最近では

ホームページもつくり、情報ネットワーク

で全国にそれを配信していかなければいけ

ない。そのコストは昔に比べると随分安く

なっています。全国に情報ネットワークを

張り巡らして、高い質の中身を配信して個

性的に共感してくれる人を掘り起こす。そ

して製品そのものも多様化したものをつく

らないと、なかなか消費者のニーズに対応

できない。ですから多様なやり方で多様な

個性的消費者を開発しながら、しかも一定

の採算を頭に置いて両者を結びつけるとい

うのは、これはもう情報ネットワークがな

ければできません。ある程度話し合いをし

て「次にあなたは何がほしいのか」というこ

とを聞けばそれは可能ですが。そういう意

味では最近の一流のビジネスマンといわれ

る人たちは普通の仕事をした後必ず家の中

で 2 時間くらい顧客との対話をやれと言わ

れているんですね。「次にどんなものが必要

か？あなたは何が好きですか？」というこ

とを聞かないと次のものが売れないし開発

できない。

最近はそのネットワークはほとんど女性

のネットワークになってきていますね。女

性の方が圧倒的にネットワークを持ってい

まして、そういうものに対して答えるんで

すね。また女性はコンピュータを恐れませ

ん。男性は恐れて近寄らない人も多くて (笑
)。今の世の中、若い者に教えてもらってで

もやはりコンピュータというものを操作し

て、消費者と絶えず対話しながら職人がい

いものをつくる、こういうシステムを設計

していくということでないと持続的ないい

サービスをつくり出すことはできません。

いわゆる中小企業で最近成功していると

いわれているところは、ほとんどそれです。

それがないと絶対消費者に好かれない。そ

ういう意味では、情報ネットワークと情報

サービス事業を十分活用して消費者と対話

しながら、最適の商品をつくっていく。その

場合はちょっとくらい価格が高くても質が

よければ売れると言われています。いわゆ

る低価格路線というのは、だから下手をす

ると失敗するんです。この間もＭ社が滅茶

苦茶安い価格でやろうとして大失敗です。

安いだけでは今の人は買いません。やはり

質の高いもので情報ネットワークを使いな

がら、顧客を開発し、そこでのネットワーク

を基礎にしながら商品を販売していく。

そして、そこからが協同労働の本来の姿
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だと思うのですが、共感しコミットメント

してくれる人を増やしたら、そこで学習す

る人びとを増やしていかなければいけない。

そしてその学習した人びとが再び、創造的

な労働に関心を持って労働の現場を訪問し

交流する、というように事態を発展させる

ことが必要であります。

最近の多くの創造的な事業、中小企業や

ベンチャーも含めてそうなんですが、地域

からの情報発信と自分の企業の情報発信が

結合しているところが圧倒的に多いんです

ね。例えば私は福井にいまして、福井の中小

業者も最近はほとんどネットを応用して、

福井県全体のネットの中に自分の製品も位

置づけて、そこから全国へ発信しています。

それがすべて今のところうまくいっている

とは思いませんが、コミュニティ情報とし

てそれが全国に流れているんです。その中

小企業の製品がその地域の質をある意味で

全日本に問いかけているわけです。福井と

いうところは食品にしたって日本一の食品

が沢山ある。カニは皆さんご存知でしょう

けれども、カニだけでなくお米にせよお味

噌にせよお酒にせよ日本一の質をもって

やっておられます。そういうものを系統的

に情報発信して、福井を訪ねてもらうとい

うことが非常に大事です。全国的に福井の

物産に対するファンを増やしていく。これ

はリピーターというんですけれども、リ

ピーターを確保する戦略がないと、事業体

の組織は発展しない。

労協でも同じだと思うんですね。うちの

清掃の仕事ぶりや介護の仕事ぶりは日本一

である、それはこの地域のモデルから発信

されていて、多くの地域にもし学習してい

ただいたら急速に普及して、安心して自分

も健康を守りながら仕事が出来ますよ、と

いうのまでつくってもらうと、当然それに

向かって多くの人が押し寄せて来るんです。

かつて地域生協で有名なところがあって、

皆そこに見学に押しかけて行くものだから

根を上げてしまった、ということを聞かさ

れたことがありますが ( 笑 )、そういう状況

というのはいたるところに起こっていると

見ていいです。

新しい産業戦略、つまり創造型産業を核

にして情報サービス産業を従えながら、大

規模な人的交流が発生するような産業組織、

これが現代的な産業組織のあり方だと思い

ます。今までの産業組織はどちらかという

と一次産業、二次産業、三次産業というよう

なことで、「どうしたら一次産業を減らして

世の中進ませるか」とか「一次産業を減らす

のではなく、農業を近代化して機械を入れ

たらいいのでは」とかそんなことばかり

言っているんですが、これはちょっと時代

遅れですよね。農業だってもう職人農業の

時代ですよ。現実にどんどん市場が増えて

います。生協の方などは良くご承知のよう

に、農家でも自分の出荷する商品に全部自

分の銘を入れています。まあ、そうしないと

売れません。そういう意味ではサンデー

マーケットのようなものがあちこちにでき

ていますが、どのような家族がどのような

農産物を欲しがっているか、ということを

きちんと掴んで、それに対して私のところ

でなければできない質の高い有機栽培でつ

くったものです、というものを出す、これが

やはり新しい生産のやり方で、これは世の

中に受け入れられてますます発展していく

だろうし、その大量生産品というものの威

力が今高くても、それに向かって対抗でき

る一定の方向性を持っていると思います。
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こういう方向というのは、例えば日本の

中では消費協同組合というのが、農業協同

組合と連携をしてひとつの新しい市場をつ

くり出したり、産業を興したりという試み

を繰り返しやってこられて、それで大きな

成果を上げてこられたと思うんですね。し

かしながら、先ほど来ご指摘のありますよ

うに、職人労働というものを本当の意味で

協同労働として位置づけて、これを協同組

合組織でサポートして、そこで一つの社会

的なファンドを形成し、働く者が金を出し

合ってファンドを形成して、そのファンド

が地域の一部分のファンドとして位置づけ

られる。今はコミュニティと事業所という

ものが一体化していないと、事業所もコ

ミュニティもやっていけない時代に入って

いるものですから、そうするとそのファン

ドというのは単に協同組合のファンドとい

うだけでなく地域のファンドであるという

ことです。そしてそれを位置づける際に、大

体普通は仕事おこしと学習・研修、そしてい

わゆる福祉・厚生という3つに目的を限定し

て積み立てるというのが協同組合の法律を

準備された方の構想なのです。

おわりに

―創造と仕事おこしの協同労働

この場合、私は「仕事をおこす」という言

葉の中に「過去のこの地域で継承されてき

たよきノウハウを継承する」ということを

含むということと、さらに「創造的に仕事お

こし」、つまり伝統を創造的に生かす仕事が

社会の中で求められている、ということを

少し補足しておいていただきたいと思いま

す。伝統を今に生かす仕事おこしが一方で

進んでいくと、当然情報ネットワークその

他を通じてそれが世の中に広がり、研修・学

習より一歩進んだ研究ということが必要に

なってきます。まあ、協同組合の研究所もお

持ちなんですから、研究するということと

結びつけて仕事おこしの展望を持つべきだ

と思います。

それから福祉・厚生はもちろん、地域の健

康づくりが福祉・厚生の最も根本であるこ

とは言うまでもありません。ですから、一人

一人の人間が知的な自立を果たしていく、

その中で一人一人の創意工夫に溢れた仕事

が、次々と提案されて実っていく過程とい

うものをこういう協同組合はサポートして

いけたらいいのになと思うわけであります。

その際にもちろんそこで働く方々の雇われ

る者と雇う者という関係がどうなるのかな

ど、いろいろ議論すべき課題は現行法制の

下で言うまでもないことですけれども、展

望としてはやはり一人一人の自立支援とい

うことが根本であるだろうと思います。そ

してその人びとの間のある意味での公正な

契約関係、社会との公正な契約関係、コミュ

ニティとの公正な契約関係の下で生かされ

ていくということになるのではないか、と

思う。

その意味でこれからの新しい法制をお考

えいただきます時に、法律の中身について

は皆さんご承知でありますので、私は特に

今日はそれを読み込むときに特にこの点を

考慮いただけたら大変ありがたい、という

点をいくつか申し上げました。ありがとう

ございました。


